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希少糖を用いた病院食開発に関する 

香川大学医学部附属病院内分泌代謝内科・糖尿病センターと 

株式会社ボスコフードサービスとの共同研究の開始について 
 

 
 
 
 
■共同研究の背景 
我が国における糖尿病患者数は増加し、糖尿病予備軍を含めれば 2000 万人を超え、糖尿病患者にお

ける肥満者も急増しています。肥満や糖尿病などの生活習慣病の治療の基本は食事療法であります。 
希少糖は自然界で存在量の少ない単糖とその誘導体として定義される糖であり、その一種である D-

アルロースは、糖代謝改善作用・食後血糖改善効果に加え、体重減少などによる抗肥満作用も期待され

ています。D-アルロースを含有する治療食（病院食）注）を開発することで糖尿病・肥満症に対して食

後高血糖を抑制し、肥満を防止する積極的な治療食の開発を目指します。 
尚、本共同研究は、令和 2 年度香川県糖質バイオ活用支援事業費補助金の採択事業「希少糖 Dーア

ルロースを使用した病院食の開発」として、産学官連携で推進致します。 
 

注）治療食（病院食）とは、一般的に病院内で入院している患者に対して提供される食事（給食）の

ことである。一般の食事と異なり、各々の病院で、個々の入院患者の病状に応じて、カロリー制限やバ

ランスの良い栄養分を考慮して提供される。 
 

          

 

 

 

 

 

国立大学法人 香川大学と株式会社ボスコフードサービスは、希少糖を用いた病院食の開発ための

共同研究を実施しますのでお知らせします。 
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